
さ
くっ

悠
久
の
歴
史
の
流
れ
、
古
の
都
は

今
も
、
そ
の
面
影
を
色
濃
く
残
す 

い
く
つ
も
の
ド
ラ
マ
が
あ
り

新
た
な
時
代
が
生
ま
れ
た 

そ
こ
か
ら
先
人
の
英
知
を
知
り

人
を
見
つ
め
直
す

そ
し
て
「
今
」
を
創
造
す

本誌は、「FSCⓇミックス認証紙」を
使用しています。

「イマジン21」第38号　令和元年10月1日発行（年2回 春秋発行）

38Vol.
2019  Autumn & Winter

つ
や
っ

ぷ
る
っ

奈良の端っこを見にいく「野迫川村」新連載
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シリーズ

大和のおいしいお米
奈良の細道特　集

この食感が
たまらない

お
い
し
い
奈
良
発
見



1

し
て
い
る
と
、
お
米
を
食
べ
た
い
禁
断

症
状
が
出
て
き
て
し
ま
い
ま
す
。
お
米

を
欲
す
る
ス
イ
ッ
チ
が
、
日
本
人
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
農
林
水
産
省
の
資
料
に
よ
る
と
、
現

在
、
日
本
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
水
稲
う

る
ち
米
の
品
種
は
２
７
４
種（
２
０
１
７

年
産
）に
及
び
ま
す
。
そ
の
起
源
を
た
ど

る
と
、
日
本
最
古
の
稲
作（
水
稲
）の
痕

跡
は
佐
賀
県
の
菜
畑
遺
跡
に
あ
り
、
約

２
６
０
０
年
前
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　
そ
れ
が
や
が
て
列
島
各
地
へ
広
が

り
、
奈
良
時
代
に
編
纂
さ
れ
た『
古
事
記
』

『
日
本
書
紀
』に
は
、
国
の
美
称
と
し
て

「
豊
葦
原
の
瑞
穂
の
国
」
が
登
場
し
ま

す
。
稲
が
豊
か
に
実
り
、
栄
え
る
国
と

い
う
意
味
で
す
。

　
飛
鳥
時
代
の
班
田
収
授
制
に
続
き
、

奈
良
時
代
の
７
２
２
年
に
百
万
町
歩
開

墾
計
画
、
７
２
３
年
に
三
世
一
身
法
、

７
４
３
年
に
墾
田
永
年
私
財
法
が
発
令

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
奈
良
・
大

和
に
と
ど
ま
ら
ず
、
遠
く
奥
羽（
東
北
）

に
及
ん
で
稲
作
用
の
田
の
開
墾
が
奨
励

さ
れ
た
の
は
、
国
家
繁
栄
、
租
税
徴
収

に
加
え
、
人
口
増
に
よ
る
食
糧
確
保
の

意
図
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
２
６
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
日

本
の
稲
作
文
化
。
お
米
が
主
食
に
な
り

え
た
の
は
、
生
産
性
に
優

れ
、
栄
養
価
が
高
く
、
保

存
で
き
る
期
間
も
長

く
…
、
い
や
、
そ
れ
よ
り

も
、
お
い
し
か
っ
た
か
ら

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

豊
葦
原
の
瑞
穂
の
国
へ

　
お
米
は
え
ら
い
。
炊
き
立
て
ア
ツ
ア

ツ
な
純
白
の
艶
や
か
さ
と
い
っ
た
ら
、

も
う
無
敵
な
感
じ
。
肉
・
魚
・
味
噌
汁
・

カ
レ
ー
に
も
フ
ィ
ッ
ト
し
て
、
梅
干
し
、

ぬ
か
漬
け
、
ふ
り
か
け
と
も
仲
が
い
い
。

お
茶
を
か
け
た
り
、
に
ぎ
っ
て
海
苔
を

巻
い
た
り
、
卵
を
落
と
し
て
鰹
節
と
醤

油
で
混
ぜ
る
の
も
大
歓
迎
で
す
。
お
粥

に
し
て
も
お
い
し
い
し
、
冷
め
た
お
米

が
好
き
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
玄
米
で

も
、
分
搗
き
で
も
食
べ
ら
れ
、
餅
や
酒

に
な
れ
る
お
米
も
。
ま
さ
に
八
面
六
臂

の
大
活
躍
で
す
。

　
そ
の
万
能
な
実
力
た
る
や
、
美
食
家

で
あ
り
豪
食
家
で
あ
り
、
作
家
で
あ
っ

た
開
高
健
氏
も
う
な
る
と
こ
ろ
。
旅
に

出
て
、
異
国
の
料
理
を
あ
れ
や
こ
れ
や

と
食
べ
ま
わ
り
、
し
か
し
結
局
、「
白
メ

シ
の
上
に
汁
ご
と
か
け
て
フ
ハ
フ
ハ
食

う
ん
や
。
こ
れ
は
い
け
ま
っ
せ
ー
」（
高

橋
曻『
旅
人
　
開
高
健
』）と
、
白
メ
シ
を

礼
賛
し
て
い
ま
す
。

　
開
高
氏
の
よ
う
に
、
海
外
、
特
に
コ

メ
食
文
化
が
な
い
国
や
地
域
を
長
く
旅

令
和
最
初
の
新
米
が
食
べ
ら
れ
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
パ
ン
や
麺
類
も

お
い
し
い
で
す
が
、
私
た
ち
の
食
欲

に
お
米
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
み
な
さ

ん
は
お
い
し
い
お
米
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
か
。
奈
良
の
お
米
事
情
を
探

り
ま
し
た
。

秋の田の　穂の上に置ける　白露の
消ぬべくも我は　思ほゆるかも

まだ暑さが残る中、やや荒く冷ややかな風が秋の訪れを知らせ、
濃く色づきゆく草木が秋の深まりを感じさせてくれます。

恋の心細さを、穂先にできる白くきらめく玉に重ねて詠われて
います。実りや色彩の豊かさのうらに、枯れゆくはかなさや悲
哀さをも象徴する秋。人の心情も一層と繊細になる季節です。

奈良万葉活写

1 ～ 3

4 ～ 5

6 ～ 7

8 ～ 9

10～11

12～13

まちかど探索 奈良のお地蔵さま
Biblio

世界
遺産リレー連載 奈良の風景 19

啓林堂書店の外さない本棚

10 大和のおいしいお米

吉野本葛

「京都は人が多くて、もう京都にはい

かない」と最近頻繁に耳にします。

京都には行かないという事は、奈良

公園にも来ないという事です。

その代わり瀬戸内、四国の大歩危・小

歩危で大自然を堪能されています。

奈良県には南部にも魅力ある観光

資源があります。従来は北から南へ観光客の流れをつくって

きましたが、白浜・高野山に沢山観光客（外国人）が来てい

ますので、今後は三重・和歌山から吉野郡へ誘導し南から

北へという流れが主流になると思います。

新連載「奈良の端っこを見にいく」がスタートします。先ずは

奈良の端っこの魅力を紙面で楽しんで頂けたら有難いです。

代表取締役社長　近東　宏佳

10

お米はえらい！
「白メシ、 フハフハ、 いけまっせー」

本誌に対するご感想、ご要望などがございましたら、上記本社内「イマジン21」編集部までお寄せください。

共同精版印刷株式会社は、奈良をもっと元気にするために、
奈良観光の擬人化キャラクターを育てます。

わたしたちができる環境づくり
自然との共存を図りながら

限りある資源を大切に使い環境を守っていく̶
私たちは時代に役立つ企業であり続けたいと考えます

本　　　社：〒630-8013  奈 良 市 三 条 大 路 2 丁 目 2 - 6　TEL 0742-33-1221　FAX 0742-33-7035
大 阪 支 社：〒542-0082  大阪市中央区島之内1丁目12-3　TEL 06-6271-7951　FAX 06-6271-7954
東 京 支 社：〒116-0014  東京都荒川区東日暮里5丁目6-4　TEL 03-3802-4741　FAX 03-3802-4740

共同精版印刷株式会社
編集／制作／発行

https://www.ksp-group.co.jp/

奈良もえしょくプロジェクト

 奈良観光擬人化キャラクター

『真白 鹿乃子』
ちゃん

ま　 しろ か　  の　  こ

もえしょくプロジェクトは、地域の名産品や企業
を擬人化という手法でキャラクターにし、全国
各地、そして世界中の人々にPRするプロジェ
クトです。
キャラクターは、全国の絵師からインターネット
上の公募で集まり、グランプリ作品が企業キャ
ラとして誕生し商品化されます。　

現在、80企業、100を越えるキャラクターが誕
生し、全国各地の名産品や企業の地域キャラク
ターとして活躍しています。
共同精版印刷株式会社は、奈良支部としてこ
のプロジェクトに参加し、地元企業の皆さまと
キャラクタービジネスを通して地域活性化に取
り組んでいます。

奈良の観光情報まとめサイト
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23

お米をお
いしく
いただきましょう

奈良のうまいものプラザ
農園直送レストラン「古都華」

すべてのメニューのお米は奈良県産ヒノヒカリを使用。おとなもお子様も大好きな「お
にぎり」は鮭、じゃこ、梅、昆布の4種類（各150円※税別／ランチタイムのみ）。ほ
かほか具合、塩加減、握りの硬さがちょうどよく、焼き海苔が大きめなのもうれしい。
他に、五條市の生産者から届く新鮮たまごと醤油でいただき卵かけごはんがメインの
和朝食、ヤマトポークの生姜焼きかご農膳などのランチ、大和牛森の和風ハンバーグ
セットなどの夜メニューなど、朝・昼・晩、どの時間にも食べに行きたくなります。

奈良市三条本町1-1（JR奈良駅構内1階）

TEL0742-26-0088
7：00～21：00（朝メニュー7：00～10：30、昼メニュー11：00～LO14：30、
夜メニュー17：00～LO20：30）
●年中無休
http://www.narano-umaimonoplaza.com/restaurant/

奈良市椿井町45

TEL0742-26-2614
11：00～18：00（お昼ごはんは11：00～15：00）
●定休日　火曜日（水曜日不定休）
http://nicochandou.net/top.html

奈良市井上町11

TEL0742-94-5520
平日11：00～18：00／土日祝8：00～18：00
（いずれも、お食事の提供は15：00頃、ご飯がなくなり次第終了）
●定休日　毎週水曜日、第1・3火曜日
http://www.kuruminoki.co.jp/shikanofune/kamado/

おにぎりが
おいしい！

酵素玄米が
おいしい！

かまど炊き

ごはんが

おいしい！

ごはんcafe
にこちゃん堂

明治初期の米蔵を改装したごはん屋さん。小鉢のおかずをいろいろ、たっぷりいただける「nico
お昼ごはん」はお米を「黒米（黒米と七分づき米）」「玄米」「酵素玄米」（+150円※税込）、あるい
は2種類のハーフ＆ハーフから選べます。いずれも奈良県の特定農家が栽培したヒノヒカリを
使用。酵素玄米は酵素の作用で甘みが増し、もちもち度もアップ。アミノ酸やビタミンEが白米

に比べて多く含まれ、味も「これ、いける！」と、女子にも男子にも、お子様
にも評判です。2階のお座敷、ロフトの掘りごたつ席、キッズメニューや授乳・
おむつ交換スペースがあり、ゆったり気ままに食事やカフェを楽しめます。

（上）ほかほかでいただくのがおい
しいおにぎり
（右）ヤマトポークの生姜焼きかご
農膳（野菜バイキング付き）

（左）「鹿の舟　竈」外観　［写真提供：鹿の舟　竈］
（右）お昼ごはん（おかずは一例）　［写真提供：鹿の舟　竈］

（左）ある日のお昼ごはん。
酵素玄米は日々数量限定な
ので予約がベターです。
（右）自家製アイスやパフェ
などカフェメニューも充実
しています。

鹿の舟 竈

伝統工法で作られた本物のかまどで、吉野桧の薪を使って炊き上げる、奈良のお米と、奈良で
とれた食材をふんだんに使ったおかずが楽しめます。ご飯はおかわり
自由ですので、お腹いっぱいお召し上がりください。

かまど

①静岡県　93.43㎏
②北海道　87.72㎏
③山形県　85.75㎏
④新潟県　85.30㎏
⑤佐賀県　84.05㎏
⑥長崎県　82.12㎏
⑦奈良県　80.82 ㎏
⑧富山県　79.18㎏
⑨沖縄県　78.32㎏
⑩青森県　77.87㎏
［全国］　73.05㎏

全国都道府県別
1世帯当たりのコメ・パン年間消費量

ランキング10傑
総務省統計局・家計調査による推計

※2012～2016年の平均値

①京都府　61,545ｇ
②兵庫県　58,803ｇ
③岡山県　56,666ｇ
④大阪府　55,487ｇ
⑤滋賀県　54,749ｇ
⑥奈良県　53,798ｇ
⑦広島県　49,749ｇ
⑧島根県　49,586ｇ
⑨和歌山県　49,157ｇ
⑩愛知県　49,051ｇ
［全国］　45,087ｇ

1887年 1914年 1945年 1955年 1969年

奈良県のコメ収穫量推移（トン）
奈良県資料より作成

1990年 2006年 2017年 2018年

ヒノヒカリ
ひとめぼれ
あきたこまち
キヌヒカリ
コシヒカリ

奈良県の奨励品種
（うるち米）
※栽培面積順

　奈良県のお米事情をデータから探ってみます。
2017年の奈良県農業産出額は約430億円で、全国第45位

でした。うち、お米は約108億円。その推移を見ると、1984年
約240億円、1990年約150億円、2017年約108億円と、どんど

ん減少しています。

　また、お米の収穫量推移（データ 1）から見て取れるように、量も減少。
2017年は約4万4900トンで、全国第41位。全国収穫量のわずか0.6％
です。耕地面積の少なさ（県土の約6％）が要因になっています。2018年
は約4万4100トンとさらに減少。2016年比で約1700トンも減りました。
　一方で、奈良県民はお米が大好き。データ 2を見ると、パンの消費が多
いことは以前から知られていましたが、実はお米の消費量も全国トップク
ラス。パンとお米両方でベスト10入りしているのは、奈良県だけです。

　お米づくりが寺社行事や地域の伝統的な農耕儀礼と深い関係にあるの
も奈良の特色です。豊穣を祈願するものに、河合町・廣瀬神社の砂か
け祭、桜井市・大神神社や天理市・大和神社、田原本町・鏡作神社な
ど各地で行われている御田植祭（おんだ祭）があり、豊作に感謝する
ものに、奈良市・春日大社の新嘗祭、広陵町の戸閉て祭などがあ
ります。

　奈良県のうるち米の奨励品種は5品種あり（データ 3）、
ヒノヒカリは特に多く栽培、消費されています。和食、
おにぎり、カレーライス、洋食など、幅広い料理に
合うオールラウンダー。本誌発行の頃はすでに令
和最初の新米が流通しています。さあ、今日
もお米をおいしくいただきましょう。

データ
2

データ
3

データ
1

収穫量41位
消費量7位

お
米
を
よ
く食

べ
る県
民性
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かほか具合、塩加減、握りの硬さがちょうどよく、焼き海苔が大きめなのもうれしい。
他に、五條市の生産者から届く新鮮たまごと醤油でいただき卵かけごはんがメインの
和朝食、ヤマトポークの生姜焼きかご農膳などのランチ、大和牛森の和風ハンバーグ
セットなどの夜メニューなど、朝・昼・晩、どの時間にも食べに行きたくなります。

奈良市三条本町1-1（JR奈良駅構内1階）

TEL0742-26-0088
7：00～21：00（朝メニュー7：00～10：30、昼メニュー11：00～LO14：30、
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10 吉野本
あってよかった
本当にいいモノ

いいモノには法則があります。その土地の時代と文化に醸成
され、原材料に気を配り、生産する人にも消費する人にも喜
びと愛着があること。作り手の思いをたどりながら、奈良の
いいモノを訪ね歩きます。今回は吉野本　を使った　もち・
　切りの魅力を本場吉野に訪ねました。

45

身
近
な
雑
草
か
ら
生
ま
れ
る

高
品
位
な
澱
粉

　
高
速
道
路
の
高
架
下
や
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
周
辺
を
三
つ

葉
の
つ
る
植
物
が
覆
っ
て

い
る
の
を
見
か
け
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
日
本
中
ど
こ
に
で

も
生
え
て
い
る
よ
う

な
、
い
わ
ば
雑
草
が
、

大
切
な
お
客
様
へ
の

お
も
て
な
し
や
、
ご

進
物
と
し
て
人
気
の

「
葛
も
ち
」
や
「
葛

切
り
」「
葛
菓
子
」

の
原
料
で
あ
る
こ
と

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
よ
う
で
す
。

　
そ
も
そ
も
、
葛
も
ち

や
葛
菓
子
っ
て
何
か
ら

で
き
て
い
る
の
？
　
と
い

う
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
答
え
は
ク
ズ
の
根
っ

こ
に
含
ま
れ
る
澱
粉
で
す
。
小

学
生
の
実
験
や
サ
ツ
マ
イ
モ
で
お

な
じ
み
の
あ
の
澱
粉
を
特
殊
な
製
法

で
製
粉
し
た
も
の
が
葛
粉
に
な
り
ま
す
。

厳
し
い
環
境
で
行
わ
れ
る

「
吉
野
晒
し
製
法
」

　
葛
は
硬
い
根
っ
こ
か
ら
澱
粉
を
抽
出

し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
真
冬
に
掘
り
出

し
た
根
っ
こ
を
機
械
で
砕
き
、
そ
れ
を

水
に
溶
か
し
て
搾
り
ま
す
。
そ
の
濁
っ

た
水
に
含
ま
れ
る
澱
粉
を
吉
野
の
水
に

晒
し
て
沈
殿
さ
せ
、
幾
度
と
な
く
水
を

取
り
替
え
て
灰
汁
を
取
り
除
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
真
っ
白
な
葛
粉
を
抽
出
し
ま

す
。
温
か
い
水
で
は
す
ぐ
に
澱
粉
が
傷

ん
で
し
ま
う
た
め
、
2
〜
３
カ
月
か
け

て
吉
野
の
真
冬
の
冷
た
い
水
を
使
っ
て

根
気
よ
く
作
る
こ
の
製
法
を
「
吉
野
晒

し
」
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
手
間
暇
か
け
た
製
法
を

使
っ
て
も
、
体
積
の
少
な
い
根
っ
こ
か

ら
は
わ
ず
か
な
量
の
澱
粉
し
か
抽
出
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

吉
野
の
葛
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
他
の

澱
粉
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
「
吉
野
葛
」
と
、

1
0
0
％
葛
の
み
の
「
吉
野
本
葛
」
と

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

賞
味
期
限
10
分

　
葛
屋 

中
井
春
風
堂
の
店
主 

中
井
孝
嘉

さ
ん
は
、
吉
野
本
葛
の
本
場
、
吉
野
山

で
暖
簾
を
か
か
げ
、
葛
の
本
当
の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
店
頭
で
葛

も
ち
・
葛
切
り
の
作
り
方
を
実
演
し
な

が
ら
、
最
高
級
の
本
葛
に
こ
だ
わ
っ
た

営
業
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
演
で

純
白
の
葛
粉
が
透
明
に
変
化
す
る
様
を

目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
好
奇
心
と
食

欲
が
く
す
ぐ
ら
れ
ま
す
。
と
く
に
葛
切

り
は
、
水
で
溶
い
た
葛
粉
を
湯
煎
で
固

め
て
、
最
後
に
一
気
に
お
湯
に
つ
け
、

一
瞬
で
透
明
に
変
え
る
様
子
に
目
を
奪

わ
れ
ま
す
。

　
中
井
春
風
堂
の
葛
も
ち
・
葛
切
り
は

冷
や
し
ま
せ
ん
。
温
度
が
下
が
る
と
、

クズ（葛）

透明度を保つため、
温かいまま盛り付ける。

店内窓際の席では吉
野の山々を見ながら
食べられます。 湯煎の後、熱湯にくぐらせる。

すると、一瞬で透明に変わる。
湯煎用のトレイに流す。
この段階では白いまま。

白い葛粉に適量の水を加え、
よく混ぜる。

葛
と
水
が
分
離
し
て
透
明
度
が
失
わ
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
真
夏
で
も
温
か
い
ま

ま
葛
も
ち
・
葛
切
り
を
振
る
舞
わ
れ
ま

す
。
ほ
ん
の
り
温
か
い
葛
も
ち
に
、
黒

蜜
と
き
な
こ
を
添
え
て
い
た
だ
く
の
が

葛
本
来
の
透
明
感
を
保
っ
た
ま
ま
堪
能

す
る
味
わ
い
方
だ
と
中
井
さ
ん
は
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

奈良県吉野郡吉野町吉野山545
TEL0746-32-3043
10：00～17：00（オーダーストップ16：30）
●定休日　水曜日、第2・4木曜日　
　　　　　4・11月は無休、冬期は平日休業、年末年始は営業
●駐車場　あり
http://nakasyun.com/

葛屋 中井春風堂

マメ科クズ属のつる性の多年草。肥
大した根を葛根といい、葛粉の原料
となります。秋の七草の一つ。

吉野本葛
クズの澱粉が100%
のもの

吉野葛
サツマイモなどの
澱粉が約50%含ま
れているもの

葛 粉 の 種 類



10 吉野本
あってよかった
本当にいいモノ

いいモノには法則があります。その土地の時代と文化に醸成
され、原材料に気を配り、生産する人にも消費する人にも喜
びと愛着があること。作り手の思いをたどりながら、奈良の
いいモノを訪ね歩きます。今回は吉野本　を使った　もち・
　切りの魅力を本場吉野に訪ねました。

45

身
近
な
雑
草
か
ら
生
ま
れ
る

高
品
位
な
澱
粉

　
高
速
道
路
の
高
架
下
や
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
周
辺
を
三
つ

葉
の
つ
る
植
物
が
覆
っ
て

い
る
の
を
見
か
け
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
日
本
中
ど
こ
に
で

も
生
え
て
い
る
よ
う

な
、
い
わ
ば
雑
草
が
、

大
切
な
お
客
様
へ
の

お
も
て
な
し
や
、
ご

進
物
と
し
て
人
気
の

「
葛
も
ち
」
や
「
葛

切
り
」「
葛
菓
子
」

の
原
料
で
あ
る
こ
と

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
よ
う
で
す
。

　
そ
も
そ
も
、
葛
も
ち

や
葛
菓
子
っ
て
何
か
ら

で
き
て
い
る
の
？
　
と
い

う
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
答
え
は
ク
ズ
の
根
っ

こ
に
含
ま
れ
る
澱
粉
で
す
。
小

学
生
の
実
験
や
サ
ツ
マ
イ
モ
で
お

な
じ
み
の
あ
の
澱
粉
を
特
殊
な
製
法

で
製
粉
し
た
も
の
が
葛
粉
に
な
り
ま
す
。

厳
し
い
環
境
で
行
わ
れ
る

「
吉
野
晒
し
製
法
」

　
葛
は
硬
い
根
っ
こ
か
ら
澱
粉
を
抽
出

し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
真
冬
に
掘
り
出

し
た
根
っ
こ
を
機
械
で
砕
き
、
そ
れ
を

水
に
溶
か
し
て
搾
り
ま
す
。
そ
の
濁
っ

た
水
に
含
ま
れ
る
澱
粉
を
吉
野
の
水
に

晒
し
て
沈
殿
さ
せ
、
幾
度
と
な
く
水
を

取
り
替
え
て
灰
汁
を
取
り
除
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
真
っ
白
な
葛
粉
を
抽
出
し
ま

す
。
温
か
い
水
で
は
す
ぐ
に
澱
粉
が
傷

ん
で
し
ま
う
た
め
、
2
〜
３
カ
月
か
け

て
吉
野
の
真
冬
の
冷
た
い
水
を
使
っ
て

根
気
よ
く
作
る
こ
の
製
法
を
「
吉
野
晒

し
」
と
い
い
ま
す
。
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澱
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抽
出
す

る
こ
と
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で
き
ま
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ん
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た
め
、

吉
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の
葛
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
他
の

澱
粉
を
ブ
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ド
し
た
「
吉
野
葛
」
と
、

1
0
0
％
葛
の
み
の
「
吉
野
本
葛
」
と
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分
か
れ
て
い
ま
す
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賞
味
期
限
10
分
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亜
由
美

北
村
写
真
館
が

写
し
た
奈
良

67

写
真
乾
板
を
見
る
と
、
そ
の
多
く
が
御

陵
写
真
や
寺
社
仏
閣
の
写
真
で
あ
り
、

北
村
写
真
館
の
得
意
ジ
ャ
ン
ル
だ
っ
た

よ
う
だ
。

　
北
村
信
昭
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
写
真
の

中
に
は
、
興
福
寺
の
五
重
塔
の
上
か
ら

撮
影
さ
れ
た
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
11
年
３
月
31
日
、
北
村
信
昭
は
奈

良
市
の
観
光
課
か
ら
三
笠
山
を
望
ん
だ

写
真
の
注
文
が
あ
っ
た
の
で
、
興
福
寺

の
五
重
塔
に
上
っ
た
。
五
重
目
の
欄
干

を
ま
た
い
で
屋
根
の
上
に
三
脚
を
立
て

た
そ
う
だ
。
写
真
②
は
五
重
塔
か
ら
南

東
の
方
角
か
ら
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。

塔
の
真
下
に
旅
館
街
、
上
の
ほ
う
に
目

を
移
す
と
、
今
は
暗
渠
と
な
っ
て
い
る

菩
提
川
、
馬
車
市
の
馬
場
、
右
上
に
は

奈
良
ホ
テ
ル
ま
で
見
え
る
。
手
前
に
映
っ

て
い
る
の
が
北
村
信
昭
氏
で
あ
る
。

　
こ
の
写
真
も
含
め
て
興
福
寺
の
五
重

塔
の
上
か
ら
撮
影
し
た
写
真
が
七
枚
現

存
す
る
が
、
実
は
こ
れ
ら
の
写
真
は
現

存
す
る
は
ず
の
な
い
写
真
な
の
だ
。
と

い
う
の
も
、
戦
争
中
で
あ
っ
た
当
時
は

防
諜
対
策
と
し
て
一
定
の
高
さ
か
ら
撮

影
し
た
写
真
の
保
管
が
禁
止
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
ら
の
写
真
の
原
板
も
破
棄
し

な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
の
だ
が
、
北

村
氏
は
こ
っ
そ
り
保
管
し
て
お
い
た
の

だ
。
今
と
な
っ
て
は
昭
和
初
期
の
奈
良

の
街
並
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重

な
資
料
で
あ
る
。

　
ま
た
、
北
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
猿

沢
池
を
写
し
た
写
真
が
何
枚
か
残
さ
れ

て
い
る
。
昔
、
夏
の
猿
沢
池
畔
に
は
納

涼
の
た
め
の
露
店
が
数
多
く
並
ん
で
い

た
。
か
き
氷
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
売

る
店
、
人
力
車
の
帳
場
な
ど
、
今
よ
り

も
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
、

驚
い
た
こ
と
に
、
大
正
時
代
に
は
猿
沢

池
に
噴
水
が
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
写

真
③
の
よ
う
に
大
正
12
、
13
年
ご
ろ
に

は
鯉
の
形
の
噴
水
も
あ
っ
た
。
興
福
寺

五
重
塔
を
背
景
に
、
な
ん
と
も
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
構
図
で
あ
る
。

　
昔
、
奈
良
・
猿
沢
池
畔
に
北
村
写
真

館
と
い
う
写
真
館
が
あ
っ
た
の
を
ご
存

じ
だ
ろ
う
か
。
北
村
写
真
館
は
、
明
治

18
年
に
北
村
太
一
が
開
業
し
た
。
北
村

太
一
は
近
代
写
真
師
の
草
分
け
的
存
在

で
あ
る
。
そ
の
孫
で
あ
る
北
村
信
昭
は

家
業
の
写
真
業
を
生
か
し
て
、
近
代
奈

良
の
風
景
を
写
真
や
文
章
で
数
多
く
残

し
た
。
今
回
は
ご
遺
族
か
ら
奈
良
大
学

に
寄
贈
さ
れ
た
「
北
村
信
昭
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
の
中
か
ら
近
代
の
奈
良
の
風
景
を

い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
。

　
北
村
信
昭
は
明
治
39
年
に
生
ま
れ
、

大
正
14
年
に
地
元
紙
で
あ
る
『
大
和
日

報
』
の
編
集
部
に
勤
務
す
る
。
そ
こ
で

文
芸
欄
を
担
当
し
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
詩

人
で
あ
る
北
園
克
衛
ら
と
の
交
流
を

も
っ
た
。
ま
た
、
友
人
の
兵
本
善
矩
を

通
じ
て
、
当
時
、
奈
良
・
高
畑
に
住
ん

で
い
た
志
賀
直
哉
の
家
に
も
し
ば
し
ば

訪
問
し
た
。
武
者
小
路
実
篤
が
来
寧
し
、

奈
良
に
「
新
し
き
村
」
の
支
部
を
開
く

際
に
、
そ
の
事
務
所
を
自
宅
の
北
村
写

真
館
に
置
く
な
ど
、
奈
良
の
近
代
文
学

を
地
元
で
支
え
た
青
年
の
一
人
で
も

あ
っ
た
。
文
学
の
ほ
か
に
も
、
民
族
学
、

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
に
も
興
味
を
示
す
な

ど
幅
広
い
興
味
を
も
っ
た
人
物
だ
っ
た
。

　
写
真
①
は
明
治
28
年
ご
ろ
の
北
村
写

真
館
の
写
真
で
あ
る
。
明
か
り
を
採
る

た
め
に
北
側
を
一
面
窓
ガ
ラ
ス
に
し
て

い
る
。
ま
た
、
当
時
切
手
も
扱
っ
て
い

た
よ
う
だ
。
一
階
入
り
口
に
郵
便
の
マ
ー

ク
も
見
え
る
。
北
村
信
昭
『
奈
良
い
ま

は
昔
』（
奈
良
新
聞
社
、
昭
和
58
年
）
に

よ
れ
ば
、
当
時
最
先
端
の
大
型
写
真
機

を
導
入
し
、
新
聞
に
広
告
も
行
っ
て
い

た
。
北
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
残
さ
れ
た

　
こ
の
他
に
も
奈
良
大
学
図

書
館
蔵
北
村
信
昭
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
は
近
代
の
奈
良
を

撮
影
し
た
写
真
が
多
数
残
さ

れ
て
い
る
。
現
在
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
を
目
指
し

て
鋭
意
作
業
中
で
あ
る
の

で
、
し
ば
ら
く
お
待
ち
願
い

た
い
。
今
す
ぐ
に
で
も
見
た

い
と
い
う
方
は
北
村
信
昭

『
奈
良
い
ま
は
昔
』
を
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
。

光石 亜由美
［みついし あゆみ］
山口県下関市生まれ。山口大学
人文学部語学文学科卒業。山口
大学大学院人文科学研究科
（言語文化専攻）修士課程修
了。名古屋大学大学院人間情報
学研究科（社会情報学専攻）満
期退学。韓国・国立木浦大学、
仁済大学勤務を経て、2009年
より奈良大学に勤務。専門は日
本近代文学。主な著書に『自然
主義文学とセクシュアリティ―
―田山花袋と〈性欲〉に感傷す
る時代』（世織書房）、『ケアを
描く　育児と介護の現代小説』
（編著、七月社）など。

北
村
写
真
館
と
北
村
信
昭

興
福
寺
五
重
塔
か
ら
の
眺
め

猿
沢
池
の
噴
水

猿沢池から望む興福寺五重塔

写真①　北村写真館外観、明治28年ごろ
　　　（奈良大学図書館蔵　北村信昭コレクションより）

写真②　興福寺の五重塔の上からの風景、昭和11年
　　　（奈良大学図書館蔵　北村信昭コレクションより）

写真③　大正12、13年頃続いて見られた鯉の噴水
　　　（奈良大学図書館蔵　北村信昭コレクションより）
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福
寺
の
五
重

塔
の
上
か
ら
撮
影
し
た
写
真
が
七
枚
現

存
す
る
が
、
実
は
こ
れ
ら
の
写
真
は
現

存
す
る
は
ず
の
な
い
写
真
な
の
だ
。
と

い
う
の
も
、
戦
争
中
で
あ
っ
た
当
時
は

防
諜
対
策
と
し
て
一
定
の
高
さ
か
ら
撮

影
し
た
写
真
の
保
管
が
禁
止
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
ら
の
写
真
の
原
板
も
破
棄
し

な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
の
だ
が
、
北

村
氏
は
こ
っ
そ
り
保
管
し
て
お
い
た
の

だ
。
今
と
な
っ
て
は
昭
和
初
期
の
奈
良

の
街
並
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重

な
資
料
で
あ
る
。

　
ま
た
、
北
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
猿

沢
池
を
写
し
た
写
真
が
何
枚
か
残
さ
れ

て
い
る
。
昔
、
夏
の
猿
沢
池
畔
に
は
納

涼
の
た
め
の
露
店
が
数
多
く
並
ん
で
い

た
。
か
き
氷
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
売

る
店
、
人
力
車
の
帳
場
な
ど
、
今
よ
り

も
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
、

驚
い
た
こ
と
に
、
大
正
時
代
に
は
猿
沢

池
に
噴
水
が
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
写

真
③
の
よ
う
に
大
正
12
、
13
年
ご
ろ
に

は
鯉
の
形
の
噴
水
も
あ
っ
た
。
興
福
寺

五
重
塔
を
背
景
に
、
な
ん
と
も
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
構
図
で
あ
る
。

　
昔
、
奈
良
・
猿
沢
池
畔
に
北
村
写
真

館
と
い
う
写
真
館
が
あ
っ
た
の
を
ご
存

じ
だ
ろ
う
か
。
北
村
写
真
館
は
、
明
治

18
年
に
北
村
太
一
が
開
業
し
た
。
北
村

太
一
は
近
代
写
真
師
の
草
分
け
的
存
在

で
あ
る
。
そ
の
孫
で
あ
る
北
村
信
昭
は

家
業
の
写
真
業
を
生
か
し
て
、
近
代
奈

良
の
風
景
を
写
真
や
文
章
で
数
多
く
残

し
た
。
今
回
は
ご
遺
族
か
ら
奈
良
大
学

に
寄
贈
さ
れ
た
「
北
村
信
昭
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
の
中
か
ら
近
代
の
奈
良
の
風
景
を

い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
。

　
北
村
信
昭
は
明
治
39
年
に
生
ま
れ
、

大
正
14
年
に
地
元
紙
で
あ
る
『
大
和
日

報
』
の
編
集
部
に
勤
務
す
る
。
そ
こ
で

文
芸
欄
を
担
当
し
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
詩

人
で
あ
る
北
園
克
衛
ら
と
の
交
流
を

も
っ
た
。
ま
た
、
友
人
の
兵
本
善
矩
を

通
じ
て
、
当
時
、
奈
良
・
高
畑
に
住
ん

で
い
た
志
賀
直
哉
の
家
に
も
し
ば
し
ば

訪
問
し
た
。
武
者
小
路
実
篤
が
来
寧
し
、

奈
良
に
「
新
し
き
村
」
の
支
部
を
開
く

際
に
、
そ
の
事
務
所
を
自
宅
の
北
村
写

真
館
に
置
く
な
ど
、
奈
良
の
近
代
文
学

を
地
元
で
支
え
た
青
年
の
一
人
で
も

あ
っ
た
。
文
学
の
ほ
か
に
も
、
民
族
学
、

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
に
も
興
味
を
示
す
な

ど
幅
広
い
興
味
を
も
っ
た
人
物
だ
っ
た
。

　
写
真
①
は
明
治
28
年
ご
ろ
の
北
村
写

真
館
の
写
真
で
あ
る
。
明
か
り
を
採
る

た
め
に
北
側
を
一
面
窓
ガ
ラ
ス
に
し
て

い
る
。
ま
た
、
当
時
切
手
も
扱
っ
て
い

た
よ
う
だ
。
一
階
入
り
口
に
郵
便
の
マ
ー

ク
も
見
え
る
。
北
村
信
昭
『
奈
良
い
ま

は
昔
』（
奈
良
新
聞
社
、
昭
和
58
年
）
に

よ
れ
ば
、
当
時
最
先
端
の
大
型
写
真
機

を
導
入
し
、
新
聞
に
広
告
も
行
っ
て
い

た
。
北
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
残
さ
れ
た

　
こ
の
他
に
も
奈
良
大
学
図

書
館
蔵
北
村
信
昭
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
は
近
代
の
奈
良
を

撮
影
し
た
写
真
が
多
数
残
さ

れ
て
い
る
。
現
在
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
を
目
指
し

て
鋭
意
作
業
中
で
あ
る
の

で
、
し
ば
ら
く
お
待
ち
願
い

た
い
。
今
す
ぐ
に
で
も
見
た

い
と
い
う
方
は
北
村
信
昭

『
奈
良
い
ま
は
昔
』
を
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
。

光石 亜由美
［みついし あゆみ］
山口県下関市生まれ。山口大学
人文学部語学文学科卒業。山口
大学大学院人文科学研究科
（言語文化専攻）修士課程修
了。名古屋大学大学院人間情報
学研究科（社会情報学専攻）満
期退学。韓国・国立木浦大学、
仁済大学勤務を経て、2009年
より奈良大学に勤務。専門は日
本近代文学。主な著書に『自然
主義文学とセクシュアリティ―
―田山花袋と〈性欲〉に感傷す
る時代』（世織書房）、『ケアを
描く　育児と介護の現代小説』
（編著、七月社）など。

北
村
写
真
館
と
北
村
信
昭

興
福
寺
五
重
塔
か
ら
の
眺
め

猿
沢
池
の
噴
水

猿沢池から望む興福寺五重塔

写真①　北村写真館外観、明治28年ごろ
　　　（奈良大学図書館蔵　北村信昭コレクションより）

写真②　興福寺の五重塔の上からの風景、昭和11年
　　　（奈良大学図書館蔵　北村信昭コレクションより）

写真③　大正12、13年頃続いて見られた鯉の噴水
　　　（奈良大学図書館蔵　北村信昭コレクションより）



ま
ち
か
ど
探
索

川の中州が舟の形になっていて、その
船の上に40体ほどの石仏たちが乗っ
ています。幕末の河川工事の際に見
つかった石仏を集めてお祀りされて
いて、毎年8月16日には「灯篭流し」
が行われます。

「猿沢池」の南側、「率川」に掛かる橋の下
／近鉄奈良駅から南東に徒歩10分、JR
奈良駅から東に徒歩15分

京街道沿いから西に進んだ「吉城川」
と「中御門川」が合流する地点／近鉄
奈良駅から北東に徒歩15分、JR奈良
駅から北東に徒歩25分

率川地蔵尊

首の部分で二つに割れた地
蔵。剣豪の荒木又右衛門に試
し斬りされた伝説が残ってい
ます。

ご注意
滝坂の道は「山道」です。
服装や持ち物などしっか
り準備をしましょう。

南北朝時代に彫られたという地蔵磨崖仏で、三体のお地蔵
さまが右手に錫杖、左手に宝珠を持っています。近くには、陽
に当たると美しい「夕日観音」など多くの石仏が点在していま
す。斜面を少し登らないといけないので、足元にはご注意を。

「滝坂の道(柳生街道)」途中の渓流沿い／市内循
環バス「破石町」下車、徒歩約35分程度

奈良市春日野町の「滝坂の道
（柳生街道）」終点付近の三
叉路／市内循環バス「破石
町」下車、徒歩1時間程度

川の工事の際に見つかった石仏た
ちをまとめてお祀りされています。

「率川地蔵尊」と似たような存在
です。

南都七大寺の一つであり、現在のならまちは元興寺の旧境内。平成10年、「古都
奈良の文化財」の一つとして世界文化遺産に登録されました。

奈良市中院町11番地／近鉄奈良駅から徒歩15分、JR奈良駅から徒歩20分
【拝観時間】9:00～17:00（入門は16:30まで）　【拝観料】大人500円（秋季特別展期間中
600円）、中学生/高校生300円、小学生100円、20名以上団体400円（秋季特別展期間中
540円) 、身障者それぞれ半額　【TEL】0742-23-1377

元興寺境内／行事日程8月23日・24日

願いを書き込んだ何千もの燈明皿に火を灯し、家内安全や無病息災を地蔵大菩薩
に祈願します。静寂の中に無数の火が揺らめくさまはどこかあたたかで幻想的です。

川中地蔵尊

写真提供：奈良市観光協会 写真提供：奈良市観光協会

写真家：桑原英文

写真家：桑原英文 写真家：桑原英文

元興寺境内

境内などから集められた約
1500体もの石塔や石仏を
並べ供養しています。鎌倉時
代から江戸時代までのものが
多く、元興寺が奈良の人々に

とって信仰の拠点だったことが
伺えます。

　
以
前
と
あ
る
深
夜
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
の
な

か
で
、
某
女
性
ア
イ
ド
ル
が
「
昆
虫
食
に
興
味

が
あ
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ア
イ
ド
ル
と
昆

虫
と
い
え
ば
「
罰
ゲ
ー
ム
」
の
定
番
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
番
組
で
用
意
さ
れ
た
調
理
済
の

ム
カ
デ
や
タ
ラ
ン
チ
ュ
ラ
を
何
の
躊
躇
も
な
く

口
に
す
る
彼
女
を
見
て
、
共
演
者
の
男
性
タ
レ

ン
ト
や
、
T
V
の
前
の
中
年
男
性
（
私
）
も
思
わ

ず
絶
句
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
地
蔵
さ
ま
っ
て
ス
ゴ
イ
！

　「
お
地
蔵
さ
ま
」と
親
し
み
を
込
め
て

呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
正
式
に
は「
地
蔵

菩
薩
」と
い
い
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で

「
ク
シ
テ
ィ（
大
地
）・
ガ
ル
バ（
胎
内
）」

と
い
う
名
を
持
ち
、
僧
侶
の
形
を
し
て

右
手
に
錫
杖
、
左
手
に
は
宝
珠
を
持
っ

て
い
ま
す
。
釈
迦
如
来
の
入
滅
後
、
弥

勒
菩
薩
が
如
来
と
し
て
こ
の
世
に
現
れ

る
ま
で
の
間
、
六
道（
地
獄
道
・
餓
鬼
道
・

畜
生
道
・
修
羅
道
・
人
道
・
天
道
）に
生

き
る
す
べ
て
の
も
の
を
救
済
す
る
存
在

だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

信
仰
と
し
て
の
お
地
蔵
さ
ま

　
地
蔵
信
仰
は
、
極
楽
浄
土
と
地
獄
が

広
く
信
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
平
安

時
代
以
降
に
広
ま
り
ま
し
た
。
地
蔵
菩

薩
は
六
道
で
苦
し
む
者
を
救
う
と
庶
民

か
ら
あ
つ
く
信
仰
さ
れ
ま
し
た
。
常
に

弱
い
立
場
の
も
の
を
救
済
す
る
こ
と
か

ら〝
子
ど
も
の
守
護
者
〞と
し
て
も
信
仰

さ
れ
、
関
西
で
は
子
ど
も
の
お
祭
り
と

し
て「
地
蔵
盆
」が
あ
り
ま
す
。
ま
た
道

祖
神
信
仰
と
も
結
び
き
、
外
か
ら
来
る

災
い
を
遮
り
防
い
で
安
全
を
守
る
神
様

と
し
て
の
一
面
も
持
っ
て
い
ま
す
。
町

は
ず
れ
や
墓
地
に
は
、
お
地
蔵
さ
ま
が

守
護
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
の
を
多

く
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
日
本
の
領
海
と
排
他
的
経
済
水
域

（
E
E
Z
）の
面
積
は
世
界
第
６
位
。
し
か
も
、

水
産
物
や
海
洋
資
源
に
恵
ま
れ
た
豊
饒
の
海

で
あ
る
。
一
方
で
、
安
全
保
障
上
の
要
衝
に

位
置
し
、
地
政
学
的
に
も
重
要
だ
。

　
隣
国
は
選
べ
な
い
。
日
本
は
四
方
を
海
に

囲
ま
れ
て
お
り
、
７
つ
の
国
・
地
域
と
海
上

の
境
界
線
が
接
し
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
日

本
の
隣
国
に
は
、
国
際
ル
ー
ル
を
意
に
も
介

さ
な
い
国
が
多
い
。
中
で
も
特
に
問
題
が
大

き
い
の
は
韓
国
、
北
朝
鮮
、
中
国
、
ロ
シ

ア
と
い
っ
た
国
々
。

　
問
題
も
多
岐
に
渡
る
。
領
土
問
題
、
水

産
資
源
、
海
洋
資
源
、
日
本
海
呼
称
問
題
、

安
全
保
障
等
々
。
複
数
の
国
、
複
数
の
問

題
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
対
応
も
一
筋
縄

で
は
い
か
な
い
。
ま
た
、
困
っ
た
隣
国
た

ち
の
行
動
は
、
暴
力
的
な
様
相
を
近
年
さ

ら
に
強
く
呈
し
て
い
る
。

　
日
本
の
平
和
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

日
本
沿
岸
海
域
の
防
衛
体
制
を
よ
り
厳
重

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
専
守
防
衛
し
か
許

さ
れ
て
い
な
い
日
本
に
と
っ
て
、
離
島
防

衛
体
制
の
整
備
は
最
重
要
課
題
で
あ
る
こ

と
を
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ
る
一
冊

で
あ
る
。

　
そ
ん
な
彼
女
な
ら
興
味
を
も
っ
て
く
れ
そ
う

な
こ
の
本
、
目
次
に
は
、「
カ
イ
コ
は
味
も
糸

を
引
く
」
や
「
ク
ツ
ワ
ム
シ
の
鳴
き
声
は
う
る

さ
い
が
、
味
は
優
し
い
」、「
ウ
ナ
ギ
不
足
は
ハ

チ
の
子
で
解
決
」
と
い
っ
た
、
興
味
を
そ
そ
る

フ
レ
ー
ズ
が
並
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
で
も
よ
く
「
食
品
ロ
ス
」
問
題
や
「
食
糧

難
」
な
ど
が
話
題
に
の
ぼ
り
ま
す
が
、
昆
虫
に

は
た
ん
ぱ
く
質
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
手
軽

に
栄
養
を
摂
取
で
き
る
食
品
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
の
だ
と
か
。

　
あ
な
た
も
ぜ
ひ
こ
の
本
を
読
ん
で
、
昆
虫
採

集
と
い
う
名
の
食
料
調
達
に
出
か
け
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
？
家
族
か
ら
ど
う
思
わ
れ
る
か

は
知
り
ま
せ
ん
が
・
・
・
。
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日本の海が盗まれる昆虫は美味い！
山田吉彦 著（文春新書）内山昭一 著（新潮新書）

日本の平和のために読む一冊昆虫が世界の食糧危機を救う？

【
郡
山
店
　
店
長
　
北
浦
文
三
】

【
新
大
宮
店
　
店
長
　
中
西
哲
夫
】

日
本
中
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
見
か
け
る
お
地
蔵
さ
ま
。
も
ち
ろ

ん
、
奈
良
に
も
た
く
さ
ん
の
お
地
蔵
さ
ま
が
い
て
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
を
静
か
に
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
道
端
や
民
話
で

見
た
り
聞
い
た
り
す
る
け
れ
ど
、
お
地
蔵
さ
ま
っ
て
意
外
と
知

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
な
ん
で
す
。

奈
良
の
お
地
蔵
さ
ま

人と地域を
見守る、



ま
ち
か
ど
探
索

川の中州が舟の形になっていて、その
船の上に40体ほどの石仏たちが乗っ
ています。幕末の河川工事の際に見
つかった石仏を集めてお祀りされて
いて、毎年8月16日には「灯篭流し」
が行われます。

「猿沢池」の南側、「率川」に掛かる橋の下
／近鉄奈良駅から南東に徒歩10分、JR
奈良駅から東に徒歩15分

京街道沿いから西に進んだ「吉城川」
と「中御門川」が合流する地点／近鉄
奈良駅から北東に徒歩15分、JR奈良
駅から北東に徒歩25分

率川地蔵尊

首の部分で二つに割れた地
蔵。剣豪の荒木又右衛門に試
し斬りされた伝説が残ってい
ます。

ご注意
滝坂の道は「山道」です。
服装や持ち物などしっか
り準備をしましょう。

南北朝時代に彫られたという地蔵磨崖仏で、三体のお地蔵
さまが右手に錫杖、左手に宝珠を持っています。近くには、陽
に当たると美しい「夕日観音」など多くの石仏が点在していま
す。斜面を少し登らないといけないので、足元にはご注意を。

「滝坂の道(柳生街道)」途中の渓流沿い／市内循
環バス「破石町」下車、徒歩約35分程度

奈良市春日野町の「滝坂の道
（柳生街道）」終点付近の三
叉路／市内循環バス「破石
町」下車、徒歩1時間程度

川の工事の際に見つかった石仏た
ちをまとめてお祀りされています。

「率川地蔵尊」と似たような存在
です。

南都七大寺の一つであり、現在のならまちは元興寺の旧境内。平成10年、「古都
奈良の文化財」の一つとして世界文化遺産に登録されました。

奈良市中院町11番地／近鉄奈良駅から徒歩15分、JR奈良駅から徒歩20分
【拝観時間】9:00～17:00（入門は16:30まで）　【拝観料】大人500円（秋季特別展期間中
600円）、中学生/高校生300円、小学生100円、20名以上団体400円（秋季特別展期間中
540円) 、身障者それぞれ半額　【TEL】0742-23-1377

元興寺境内／行事日程8月23日・24日

願いを書き込んだ何千もの燈明皿に火を灯し、家内安全や無病息災を地蔵大菩薩
に祈願します。静寂の中に無数の火が揺らめくさまはどこかあたたかで幻想的です。

川中地蔵尊

写真提供：奈良市観光協会 写真提供：奈良市観光協会

写真家：桑原英文

写真家：桑原英文 写真家：桑原英文

元興寺境内

境内などから集められた約
1500体もの石塔や石仏を
並べ供養しています。鎌倉時
代から江戸時代までのものが
多く、元興寺が奈良の人々に

とって信仰の拠点だったことが
伺えます。

　
以
前
と
あ
る
深
夜
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
の
な

か
で
、
某
女
性
ア
イ
ド
ル
が
「
昆
虫
食
に
興
味

が
あ
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ア
イ
ド
ル
と
昆

虫
と
い
え
ば
「
罰
ゲ
ー
ム
」
の
定
番
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
番
組
で
用
意
さ
れ
た
調
理
済
の

ム
カ
デ
や
タ
ラ
ン
チ
ュ
ラ
を
何
の
躊
躇
も
な
く

口
に
す
る
彼
女
を
見
て
、
共
演
者
の
男
性
タ
レ

ン
ト
や
、
T
V
の
前
の
中
年
男
性
（
私
）
も
思
わ

ず
絶
句
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
地
蔵
さ
ま
っ
て
ス
ゴ
イ
！

　「
お
地
蔵
さ
ま
」と
親
し
み
を
込
め
て

呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
正
式
に
は「
地
蔵

菩
薩
」と
い
い
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で

「
ク
シ
テ
ィ（
大
地
）・
ガ
ル
バ（
胎
内
）」

と
い
う
名
を
持
ち
、
僧
侶
の
形
を
し
て

右
手
に
錫
杖
、
左
手
に
は
宝
珠
を
持
っ

て
い
ま
す
。
釈
迦
如
来
の
入
滅
後
、
弥

勒
菩
薩
が
如
来
と
し
て
こ
の
世
に
現
れ

る
ま
で
の
間
、
六
道（
地
獄
道
・
餓
鬼
道
・

畜
生
道
・
修
羅
道
・
人
道
・
天
道
）に
生

き
る
す
べ
て
の
も
の
を
救
済
す
る
存
在

だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

信
仰
と
し
て
の
お
地
蔵
さ
ま

　
地
蔵
信
仰
は
、
極
楽
浄
土
と
地
獄
が

広
く
信
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
平
安

時
代
以
降
に
広
ま
り
ま
し
た
。
地
蔵
菩

薩
は
六
道
で
苦
し
む
者
を
救
う
と
庶
民

か
ら
あ
つ
く
信
仰
さ
れ
ま
し
た
。
常
に

弱
い
立
場
の
も
の
を
救
済
す
る
こ
と
か

ら〝
子
ど
も
の
守
護
者
〞と
し
て
も
信
仰

さ
れ
、
関
西
で
は
子
ど
も
の
お
祭
り
と

し
て「
地
蔵
盆
」が
あ
り
ま
す
。
ま
た
道

祖
神
信
仰
と
も
結
び
き
、
外
か
ら
来
る

災
い
を
遮
り
防
い
で
安
全
を
守
る
神
様

と
し
て
の
一
面
も
持
っ
て
い
ま
す
。
町

は
ず
れ
や
墓
地
に
は
、
お
地
蔵
さ
ま
が

守
護
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
の
を
多

く
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
日
本
の
領
海
と
排
他
的
経
済
水
域

（
E
E
Z
）の
面
積
は
世
界
第
６
位
。
し
か
も
、

水
産
物
や
海
洋
資
源
に
恵
ま
れ
た
豊
饒
の
海

で
あ
る
。
一
方
で
、
安
全
保
障
上
の
要
衝
に

位
置
し
、
地
政
学
的
に
も
重
要
だ
。

　
隣
国
は
選
べ
な
い
。
日
本
は
四
方
を
海
に

囲
ま
れ
て
お
り
、
７
つ
の
国
・
地
域
と
海
上

の
境
界
線
が
接
し
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
日

本
の
隣
国
に
は
、
国
際
ル
ー
ル
を
意
に
も
介

さ
な
い
国
が
多
い
。
中
で
も
特
に
問
題
が
大

き
い
の
は
韓
国
、
北
朝
鮮
、
中
国
、
ロ
シ

ア
と
い
っ
た
国
々
。

　
問
題
も
多
岐
に
渡
る
。
領
土
問
題
、
水

産
資
源
、
海
洋
資
源
、
日
本
海
呼
称
問
題
、

安
全
保
障
等
々
。
複
数
の
国
、
複
数
の
問

題
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
対
応
も
一
筋
縄

で
は
い
か
な
い
。
ま
た
、
困
っ
た
隣
国
た

ち
の
行
動
は
、
暴
力
的
な
様
相
を
近
年
さ

ら
に
強
く
呈
し
て
い
る
。

　
日
本
の
平
和
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

日
本
沿
岸
海
域
の
防
衛
体
制
を
よ
り
厳
重

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
専
守
防
衛
し
か
許

さ
れ
て
い
な
い
日
本
に
と
っ
て
、
離
島
防

衛
体
制
の
整
備
は
最
重
要
課
題
で
あ
る
こ

と
を
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ
る
一
冊

で
あ
る
。

　
そ
ん
な
彼
女
な
ら
興
味
を
も
っ
て
く
れ
そ
う

な
こ
の
本
、
目
次
に
は
、「
カ
イ
コ
は
味
も
糸

を
引
く
」
や
「
ク
ツ
ワ
ム
シ
の
鳴
き
声
は
う
る

さ
い
が
、
味
は
優
し
い
」、「
ウ
ナ
ギ
不
足
は
ハ

チ
の
子
で
解
決
」
と
い
っ
た
、
興
味
を
そ
そ
る

フ
レ
ー
ズ
が
並
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
で
も
よ
く
「
食
品
ロ
ス
」
問
題
や
「
食
糧

難
」
な
ど
が
話
題
に
の
ぼ
り
ま
す
が
、
昆
虫
に

は
た
ん
ぱ
く
質
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
手
軽

に
栄
養
を
摂
取
で
き
る
食
品
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
の
だ
と
か
。

　
あ
な
た
も
ぜ
ひ
こ
の
本
を
読
ん
で
、
昆
虫
採

集
と
い
う
名
の
食
料
調
達
に
出
か
け
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
？
家
族
か
ら
ど
う
思
わ
れ
る
か

は
知
り
ま
せ
ん
が
・
・
・
。
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日本の海が盗まれる昆虫は美味い！
山田吉彦 著（文春新書）内山昭一 著（新潮新書）

日本の平和のために読む一冊昆虫が世界の食糧危機を救う？

【
郡
山
店
　
店
長
　
北
浦
文
三
】

【
新
大
宮
店
　
店
長
　
中
西
哲
夫
】

日
本
中
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
見
か
け
る
お
地
蔵
さ
ま
。
も
ち
ろ

ん
、
奈
良
に
も
た
く
さ
ん
の
お
地
蔵
さ
ま
が
い
て
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
を
静
か
に
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
道
端
や
民
話
で

見
た
り
聞
い
た
り
す
る
け
れ
ど
、
お
地
蔵
さ
ま
っ
て
意
外
と
知

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
な
ん
で
す
。

奈
良
の
お
地
蔵
さ
ま

人と地域を
見守る、



　
山
林
の
中
を
ぐ
ん
ぐ
ん
と
登
る
と
突
然

ぱ
あ
っ
と
視
界
が
開
け
、高
野
龍
神
ス
カ

イ
ラ
イ
ン（
国
道
371
号
線
）に
出
ま
す
。そ

こ
は
山
の
起
伏
に
沿
っ
て
走
る
爽
快
な

ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
。そ
の
途
上
に
野
迫

川
村
自
慢
の
星
空
ス
ポ
ッ
ト「
鶴
姫
公

園
」が
あ
り
ま
す
。高
野
龍
神
国
定
公

園
の
一
部
に
属
す
る
こ
の
小
さ
な
公
園

は
、天
体
写
真
愛
好
家
に
親
し
ま
れ
る

撮
影
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。村
の
方
に
お
話

を
聞
く
と
、か
つ
て
、し
し
座
流
星
群

が
世
間
を
賑
わ
せ
た
と
き
、村
の
上
空

を
映
画
の
世
界
さ
な
が
ら
の
流
星
が
、

ジ
ェ
ッ
ト
機
の
よ
う
な
轟
音
を
立
て
て

横
切
っ
た
の
だ
と
か
。

　
周
辺
の
道
路
が
整
備
さ
れ
る
に
従
っ

て
交
通
量
は
ぐ
っ
と
減
っ
た
そ
う
で
す

が
、爽
快
な
ド
ラ
イ
ブ
や
静
か
に
天
体
観

測
に
耽
る
に
は
う
っ
て
つ
け
。秋
の
夜
長

を
幻
想
的
に
過
ご
す
プ
ラ
ン
は
い
か
が
？

　
野
迫
川
村
は
、役
場
の
あ
る
地
点
で

標
高
810
ｍ
。冬
季
は
マ
イ
ナ
ス
15
℃
に

も
な
る
厳
し
い
環
境
で
す
が
、村
役
場

の
担
当
者
は
冬
の
野
迫
川
村
だ
か
ら
こ

そ
味
わ
え
る
非
日
常
が
村
な
ら
で
は
の

魅
力
だ
と
い
い
ま
す
。お
す
す
め
の
グ

ル
メ
は
鴨
・
猪
・
キ
ジ
の
3
種
類
の
お

肉
で
い
た
だ
く「
か
し
き
鍋
」。冬
の
風

物
詩
で
す
が
、６
月
ま
で
暑
く
な
ら
な

い
村
で
は
年
間
通
し
て
お
鍋
料
理
を
お

い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。ま
さ
に
奥
地

の
魅
力
。た
だ
、お
す
す
め
の
冬
に
訪

れ
る
に
は
そ
れ
な
り
の
装
備
と
覚
悟
も

お
忘
れ
な
く
。近
年
は
高
野
山
や
小
辺

路
か
ら
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
、ト
レ
イ

ル
ラ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
ら
も
訪

れ
、新
た
な
層
の
観
光
客
に
親
し
ま
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
高
野
龍
神
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
か
ら
村
内

の
曲
が
り
く
ね
っ
た
山
道
に
入
る
と
、谷

間
を
見
下
ろ
す
見
晴
ら
し
の
よ
い
カ
ー

ブ
に
雲
海
景
勝
地
の
案
内
が
あ
り
ま
す
。

地
元
の
人
は
朝
霧
が
立
ち
込
め
て
い
る

様
子
を
見
て
峠
に
登
る
と
か
な
り
の
確

率
で
雲
海
を
拝
む
こ
と
が
出
来
る
そ
う
。

残
念
な
が
ら
観
光
で
は
出
会
え
る
チ
ャ

ン
ス
は
わ
ず
か
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。な
か

な
か
出
会
え
な
い
か
ら
こ
そ
〝
秘
境
〞

野
迫
川
村
の
魅
力
な
の
で
し
ょ
う
。

これもりくん
野迫川村公式キャラクター

つる姫ちゃん

野迫川村役場 産業課
奈良県吉野郡野迫川村大字北股84

TEL0747-37-2101
●開庁時間：月曜日～金曜日 8:30～17：00

（土日祝及び年末年始は休み）
●野迫川村観光サイト
https://www.vill.nosegawa.nara.jp/tourist_guide/index.html
●ACCESS
車：五條市から国道168号線を南下し、「小代下交差点」で右折。または、　  
　 橋本市から高野山道路を経由して、高野龍神スカイラインを利用。
　 奈良市内（市役所周辺）から約２時間半。

いなか食堂 別所  
奈良県吉野郡野迫川村北股14

TEL0747-37-2604
●定休日：不定休
●URL  https://egaoninaru-umaimesi-syokudo-bs.jimdo.com/

鶴姫公園 展望台
鶴姫公園は、高野龍神国定公園の中にある小さな公
園。園内の高台にある展望台からは360°の眺めが素
晴らしく、天体写真ファンに大人気の星空観測地。展
望台近くまで車で上がれます。

採れたて新鮮野菜と、甘味が強い自然水を使い、一点
一点手作りの田舎料理を提供。季節毎に、春は山菜、
夏は生わさび、秋は松茸など、高級食材も味わえます。

雲海景勝地（立里荒神社・高野辻休憩所・天狗木峠）
雲海は、雲の上に山々が島のように浮かんで見える現
象。村の各所に景勝地があり、道端に点在する看板が
目印。前日の湿度が高い日の夜明けから早朝、天気が
良く無風で、寒暖差が大きいときが観測のねらい目。

野
迫
川
村

新連載

01
Vol.

こ
の看

板が
目印です

こ
の看

板が
目印です

「天狗木峠」から望む雲海 （写真：竹田麻祐美 ） 鶴姫公園で撮影した星空 （写真：竹田麻祐美）

高野辻休憩所からの雲海
（写真：竹田麻祐美）

立里荒神社からの雲海
（写真：竹田麻祐美）

村の味覚・郷土料理 地元食材が味わえるお店

さかな定食（※要予約） いなか定食（※要予約）

8：00～15：00頃まで営業
※ご予約いただいたお客様に
　限り20:00まで営業
※冬季（12月末から3月頃まで）は
　積雪のため10：00から営業

ざっくばらんな
田舎の女将が

「これ食べる？」と
注文以外に何が出るか

それも楽しみ

予約制以外の定食や
一品メニューも豊富

奈
良
と
い
え
ば
と
か
く
盆
地
の
底
に
広
が
る
古
都
の
町
並
み
を
思
い
描
き
が
ち
。

奈
良
の
文
化
が
息
づ
い
て
い
る
の
は
盆
地
の
縁
に
点
在
す
る
地
域
も
同
じ
は
ず
。

き
っ
と
交
通
の
要
衝
と
し
て
そ
こ
で
暮
ら
し
行
き
交
う
人
々
の
ド
ラ
マ
が
あ
る
は
ず
。

そ
ん
な
県
の
端
っ
こ
の
魅
力
を
探
し
に
行
く
新
企
画
。

第
一
回
は
神
秘
の
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
た〝
秘
境
〞野
迫
川
村
。

流
星
も
横
切
る

幻
想
的
な
天
空
の
里

雲
海
に
包
ま
れ
た
神
秘
の
村
は

聖
地
を
め
ぐ
る
人
々
の

憩
い
の
土
地
で
も
あ
り
ま
し
た

空
の
道
を
駆
け
上
が
り
、

星
空
の
公
園
へ

野
迫
川
村
で
味
わ
う

秘
境
の
冬

絶
景
！

神
秘
の
雲
海
を
探
し
て
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山
林
の
中
を
ぐ
ん
ぐ
ん
と
登
る
と
突
然

ぱ
あ
っ
と
視
界
が
開
け
、高
野
龍
神
ス
カ

イ
ラ
イ
ン（
国
道
371
号
線
）に
出
ま
す
。そ

こ
は
山
の
起
伏
に
沿
っ
て
走
る
爽
快
な

ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
。そ
の
途
上
に
野
迫

川
村
自
慢
の
星
空
ス
ポ
ッ
ト「
鶴
姫
公

園
」が
あ
り
ま
す
。高
野
龍
神
国
定
公

園
の
一
部
に
属
す
る
こ
の
小
さ
な
公
園

は
、天
体
写
真
愛
好
家
に
親
し
ま
れ
る

撮
影
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。村
の
方
に
お
話

を
聞
く
と
、か
つ
て
、し
し
座
流
星
群

が
世
間
を
賑
わ
せ
た
と
き
、村
の
上
空

を
映
画
の
世
界
さ
な
が
ら
の
流
星
が
、

ジ
ェ
ッ
ト
機
の
よ
う
な
轟
音
を
立
て
て

横
切
っ
た
の
だ
と
か
。

　
周
辺
の
道
路
が
整
備
さ
れ
る
に
従
っ

て
交
通
量
は
ぐ
っ
と
減
っ
た
そ
う
で
す

が
、爽
快
な
ド
ラ
イ
ブ
や
静
か
に
天
体
観

測
に
耽
る
に
は
う
っ
て
つ
け
。秋
の
夜
長

を
幻
想
的
に
過
ご
す
プ
ラ
ン
は
い
か
が
？

　
野
迫
川
村
は
、役
場
の
あ
る
地
点
で

標
高
810
ｍ
。冬
季
は
マ
イ
ナ
ス
15
℃
に

も
な
る
厳
し
い
環
境
で
す
が
、村
役
場

の
担
当
者
は
冬
の
野
迫
川
村
だ
か
ら
こ

そ
味
わ
え
る
非
日
常
が
村
な
ら
で
は
の

魅
力
だ
と
い
い
ま
す
。お
す
す
め
の
グ

ル
メ
は
鴨
・
猪
・
キ
ジ
の
3
種
類
の
お

肉
で
い
た
だ
く「
か
し
き
鍋
」。冬
の
風

物
詩
で
す
が
、６
月
ま
で
暑
く
な
ら
な

い
村
で
は
年
間
通
し
て
お
鍋
料
理
を
お

い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。ま
さ
に
奥
地

の
魅
力
。た
だ
、お
す
す
め
の
冬
に
訪

れ
る
に
は
そ
れ
な
り
の
装
備
と
覚
悟
も

お
忘
れ
な
く
。近
年
は
高
野
山
や
小
辺

路
か
ら
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
、ト
レ
イ

ル
ラ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
ら
も
訪

れ
、新
た
な
層
の
観
光
客
に
親
し
ま
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
高
野
龍
神
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
か
ら
村
内

の
曲
が
り
く
ね
っ
た
山
道
に
入
る
と
、谷

間
を
見
下
ろ
す
見
晴
ら
し
の
よ
い
カ
ー

ブ
に
雲
海
景
勝
地
の
案
内
が
あ
り
ま
す
。

地
元
の
人
は
朝
霧
が
立
ち
込
め
て
い
る

様
子
を
見
て
峠
に
登
る
と
か
な
り
の
確

率
で
雲
海
を
拝
む
こ
と
が
出
来
る
そ
う
。

残
念
な
が
ら
観
光
で
は
出
会
え
る
チ
ャ

ン
ス
は
わ
ず
か
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。な
か

な
か
出
会
え
な
い
か
ら
こ
そ
〝
秘
境
〞

野
迫
川
村
の
魅
力
な
の
で
し
ょ
う
。

これもりくん
野迫川村公式キャラクター

つる姫ちゃん

野迫川村役場 産業課
奈良県吉野郡野迫川村大字北股84

TEL0747-37-2101
●開庁時間：月曜日～金曜日 8:30～17：00

（土日祝及び年末年始は休み）
●野迫川村観光サイト
https://www.vill.nosegawa.nara.jp/tourist_guide/index.html
●ACCESS
車：五條市から国道168号線を南下し、「小代下交差点」で右折。または、　  
　 橋本市から高野山道路を経由して、高野龍神スカイラインを利用。
　 奈良市内（市役所周辺）から約２時間半。

いなか食堂 別所  
奈良県吉野郡野迫川村北股14

TEL0747-37-2604
●定休日：不定休
●URL  https://egaoninaru-umaimesi-syokudo-bs.jimdo.com/

鶴姫公園 展望台
鶴姫公園は、高野龍神国定公園の中にある小さな公
園。園内の高台にある展望台からは360°の眺めが素
晴らしく、天体写真ファンに大人気の星空観測地。展
望台近くまで車で上がれます。

採れたて新鮮野菜と、甘味が強い自然水を使い、一点
一点手作りの田舎料理を提供。季節毎に、春は山菜、
夏は生わさび、秋は松茸など、高級食材も味わえます。

雲海景勝地（立里荒神社・高野辻休憩所・天狗木峠）
雲海は、雲の上に山々が島のように浮かんで見える現
象。村の各所に景勝地があり、道端に点在する看板が
目印。前日の湿度が高い日の夜明けから早朝、天気が
良く無風で、寒暖差が大きいときが観測のねらい目。

野
迫
川
村

新連載

01
Vol.

こ
の看

板が
目印です

こ
の看

板が
目印です

「天狗木峠」から望む雲海 （写真：竹田麻祐美 ） 鶴姫公園で撮影した星空 （写真：竹田麻祐美）

高野辻休憩所からの雲海
（写真：竹田麻祐美）

立里荒神社からの雲海
（写真：竹田麻祐美）

村の味覚・郷土料理 地元食材が味わえるお店

さかな定食（※要予約） いなか定食（※要予約）

8：00～15：00頃まで営業
※ご予約いただいたお客様に
　限り20:00まで営業
※冬季（12月末から3月頃まで）は
　積雪のため10：00から営業

ざっくばらんな
田舎の女将が

「これ食べる？」と
注文以外に何が出るか

それも楽しみ

予約制以外の定食や
一品メニューも豊富

奈
良
と
い
え
ば
と
か
く
盆
地
の
底
に
広
が
る
古
都
の
町
並
み
を
思
い
描
き
が
ち
。

奈
良
の
文
化
が
息
づ
い
て
い
る
の
は
盆
地
の
縁
に
点
在
す
る
地
域
も
同
じ
は
ず
。

き
っ
と
交
通
の
要
衝
と
し
て
そ
こ
で
暮
ら
し
行
き
交
う
人
々
の
ド
ラ
マ
が
あ
る
は
ず
。

そ
ん
な
県
の
端
っ
こ
の
魅
力
を
探
し
に
行
く
新
企
画
。

第
一
回
は
神
秘
の
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
た〝
秘
境
〞野
迫
川
村
。

流
星
も
横
切
る

幻
想
的
な
天
空
の
里

雲
海
に
包
ま
れ
た
神
秘
の
村
は

聖
地
を
め
ぐ
る
人
々
の

憩
い
の
土
地
で
も
あ
り
ま
し
た

空
の
道
を
駆
け
上
が
り
、

星
空
の
公
園
へ

野
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川
村
で
味
わ
う
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境
の
冬
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　畳
の
素
晴
ら
し
さ

　和
室
で
ゆ
っ
た
り
横
に
な
り
、
瞼
を

閉
じ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
･
･
･
や
っ
ぱ
り

畳
は
落
ち
着
く
な
あ
と
何
と
も
言
え
な

物
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た「
た
た
み
」

の
魅
力
を
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

　匠
が
つ
く
る
本
物

　こ
こ
に
あ
り

　自
社
で
製
作
を
始
め
た
、
た
た
み
の

財
布
。
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い
る
段
階

で
は
、
畳
以
外
の
部
分
は
本
物
と
呼
べ

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
そ
う
。
中
途
半

端
な
商
品
は
世
に
出
せ
な
い
と
い
う
信

念
か
ら
、
想
い
と
ア
イ
デ
ィ
ア
に
共
感

し
て
く
れ
る
方
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
地

元
商
工
会
を
通
じ
て
ひ
と
り
の
財
布
職

人
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
サ
ン

プ
ル
が
出
て
く
る
た
び
に
感
じ
る
の
は

縫
製
技
術
の
凄
さ
。
畳
を
使
っ
た
商
品

は
数
あ
れ
ど
、
こ
れ
ほ
ど
の
品
質
は
他

の
人
で
は
出
せ
な
い
と
思
え
る
ほ
ど
。

同
じ
想
い
を
持
っ
た
職
人
同
士
、
幾
度

と
な
く
改
良
を
重
ね
つ
い
に
本
物
の
完

成
に
至
り
ま
し
た
。

　め
ざ
す
は
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

の
品
質
。
日
本
の
素
材
、
技
術
を
大
切
に

し
、
守
り
育
て
て
い
く
。
品
質
に
拘
り
、

妥
協
は
一
切
し
な
い
。
人
の
想
い
が
詰

ま
っ
た
本
当
に
価
値
の
あ
る
本
物
の
商

品
、
そ
れ
が「
織
田
た
た
み
®
」で
す
。

　今
で
は
財
布
以
外
の
小
物
も
製
作
さ

れ
、
そ
の
種
類
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

近
い
将
来
、
暮
ら
し
の
中
に
畳
小
物
が

当
た
り
前
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　見
て
、
触
れ
て
、
香
り
で
感
じ
る
和

の
心
。「
織
田
た
た
み
®
」の
本
物
の
商
品

か
ら「
た
た
み
」の
良
さ
を
感
じ
て
み
ま

せ
ん
か
。

い
心
地
よ
さ
を
感
じ
る
事
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　実
は
畳
の
原
料
と
な
る
イ
草

の
香
り
に
は
鎮
静
効
果
が
あ
り
、
森
林

浴
と
同
じ
よ
う
な
癒
し
効
果
を
発
揮
し

て
く
れ
ま
す
。

　ま
た
イ
草
に
は
吸
湿
、
放
湿
作
用
が

あ
る
の
で
日
本
の
高
温
多
湿
、
低
温
低

湿
な
気
候
に
適
し
て
お
り
、
梅
雨
時
に

は
し
っ
か
り
湿
気
を
吸
収
し
、
乾
燥
時

期
に
は
湿
気
を
放
出
し
て
く
れ
ま
す
。

さ
ら
に
は
抗
菌
・
消
臭
作
用
な
ど
も
あ

り
、
快
適
な
空
間
で
過
ご
す
こ
と
を
自

然
と
可
能
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　織
田
た
た
み
®
誕
生

　「織
田
た
た
み
®
」は「
敷
く
畳
か
ら
、

持
つ
た
た
み
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
誕
生
し

た
畳
小
物
の
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。

　奈
良
時
代
に
皇
族
を
中
心
に
利
用
さ

れ
始
め
た
畳
は
江
戸
時
代
に
は
庶
民
へ

浸
透
し
、
一
昔
前
ま
で
は
ど
の
家
に
も

当
た
り
前
に
敷
か
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
近
年
で
は
和
室
の
減
少
に
よ
り
畳

文
化
は
縮
小
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
創
業
か
ら
1
2
0
年

続
く「
織
田
畳
店
」店
主
の
織
田
理
さ
ん

が
、
畳
を
新
し
い
形
で
蘇
ら
せ
た
い
と

い
う
想
い
か
ら
、
畳
は
敷
く
も
の
と
い

う
固
定
概
念
を
覆
し
、
気
軽
に
持
ち
歩

け
る
よ
う
に
と
財
布
を
作
っ
た
こ
と
が

誕
生
の
き
っ
か
け
で
す
。

　畳
を
た
た
み
と
表
記
し
て
い
る
の

は
、
敷
く
畳
の
イ
メ
ー
ジ
に
と
ら
わ
れ

な
い
新
し
い
商
品
を
創
る
と
い
う
想
い

か
ら
。「
畳
」っ
て
や
っ
ぱ
り
い
い
ね
、

と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
身
近
な
小

た
た
み
の
財
布

洋
風
化
し
た
住
宅
の
増
加
に
よ
り
和
室
が
減
少
し
て

い
る
現
代
。
畳
と
い
う
日
本
の
誇
る
べ
き
文
化
を
守

り
、
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
時
代
に
合
わ
せ
た

形
に
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
人
に
畳
の
良
さ
を
知
っ

て
も
ら
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

奈良産

かぎろひ（黒）

吉野桜（赤）

鶴（茶）

ふかずみ
深墨（黒）

ひなた
陽向（赤）

だいち
大地（茶）

しずく
雫（青）

ふかあい
深藍（紺）

鳳凰（黄）

天然イ草の３倍の強度があり撥水加工が施された
セキスイ樹脂製の表を使用。
汚れにくく耐久性も高いものになっています。

奈良県磯城郡田原本町幸町152-2
TEL0744-32-0644
FAX：0744-32-2480
MAIL：info@oda-tatami.jp
●URL　http://oda-tatami.shop-pro.jp

織田たたみ
織田たたみの畳表を使った財布は畳表部分を交換（表替）することが出来ま
す。年数がたって使用感が出てきた、別のタイプ・カラーに変更したい、と
いう方、中身は愛用していた時のまま、見た目は新品にすることが可能です。
※ラウンド財布のみで、１回のみ表替可能です。（天然本革も繊細な表皮
となる為、１回が限度）
革部分に亀裂などある場合は表替作業は出来ません。

参考URL　織田畳店　職人×情熱＋日本「織田たたみ®」ができるまで　https://oda-tatami.shop-pro.jp/?mode=f1（2019/9/13）

国産の天然“芯染”イ草を使用。
「イ草の芯」までしっかり丁寧に染め上げられた畳表です。
「大和のおとな可愛い」をテーマに誕生しました。

天然国産イ草を使用。
冬には温かみ、夏には清涼感を感じることが出来ます。
経年により色艶に変化が現れるのも特徴。
段 と々黄金色に光るのも天然イ草の魅力です。

小物入れ 携帯ケース ティッシュケース

ラウンド財布
雛シリーズ｜菖蒲（群青）

たたみの財布を長く使いたい方には

お
さ
む
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れ
る
方
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
地

元
商
工
会
を
通
じ
て
ひ
と
り
の
財
布
職

人
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
サ
ン

プ
ル
が
出
て
く
る
た
び
に
感
じ
る
の
は

縫
製
技
術
の
凄
さ
。
畳
を
使
っ
た
商
品

は
数
あ
れ
ど
、
こ
れ
ほ
ど
の
品
質
は
他

の
人
で
は
出
せ
な
い
と
思
え
る
ほ
ど
。

同
じ
想
い
を
持
っ
た
職
人
同
士
、
幾
度

と
な
く
改
良
を
重
ね
つ
い
に
本
物
の
完

成
に
至
り
ま
し
た
。

　め
ざ
す
は
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

の
品
質
。
日
本
の
素
材
、
技
術
を
大
切
に

し
、
守
り
育
て
て
い
く
。
品
質
に
拘
り
、

妥
協
は
一
切
し
な
い
。
人
の
想
い
が
詰

ま
っ
た
本
当
に
価
値
の
あ
る
本
物
の
商

品
、
そ
れ
が「
織
田
た
た
み
®
」で
す
。

　今
で
は
財
布
以
外
の
小
物
も
製
作
さ

れ
、
そ
の
種
類
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

近
い
将
来
、
暮
ら
し
の
中
に
畳
小
物
が

当
た
り
前
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　見
て
、
触
れ
て
、
香
り
で
感
じ
る
和

の
心
。「
織
田
た
た
み
®
」の
本
物
の
商
品

か
ら「
た
た
み
」の
良
さ
を
感
じ
て
み
ま

せ
ん
か
。

い
心
地
よ
さ
を
感
じ
る
事
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　実
は
畳
の
原
料
と
な
る
イ
草

の
香
り
に
は
鎮
静
効
果
が
あ
り
、
森
林

浴
と
同
じ
よ
う
な
癒
し
効
果
を
発
揮
し

て
く
れ
ま
す
。

　ま
た
イ
草
に
は
吸
湿
、
放
湿
作
用
が

あ
る
の
で
日
本
の
高
温
多
湿
、
低
温
低

湿
な
気
候
に
適
し
て
お
り
、
梅
雨
時
に

は
し
っ
か
り
湿
気
を
吸
収
し
、
乾
燥
時

期
に
は
湿
気
を
放
出
し
て
く
れ
ま
す
。

さ
ら
に
は
抗
菌
・
消
臭
作
用
な
ど
も
あ

り
、
快
適
な
空
間
で
過
ご
す
こ
と
を
自

然
と
可
能
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　織
田
た
た
み
®
誕
生

　「織
田
た
た
み
®
」は「
敷
く
畳
か
ら
、

持
つ
た
た
み
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
誕
生
し

た
畳
小
物
の
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。

　奈
良
時
代
に
皇
族
を
中
心
に
利
用
さ

れ
始
め
た
畳
は
江
戸
時
代
に
は
庶
民
へ

浸
透
し
、
一
昔
前
ま
で
は
ど
の
家
に
も

当
た
り
前
に
敷
か
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
近
年
で
は
和
室
の
減
少
に
よ
り
畳

文
化
は
縮
小
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
創
業
か
ら
1
2
0
年

続
く「
織
田
畳
店
」店
主
の
織
田
理
さ
ん

が
、
畳
を
新
し
い
形
で
蘇
ら
せ
た
い
と

い
う
想
い
か
ら
、
畳
は
敷
く
も
の
と
い

う
固
定
概
念
を
覆
し
、
気
軽
に
持
ち
歩

け
る
よ
う
に
と
財
布
を
作
っ
た
こ
と
が

誕
生
の
き
っ
か
け
で
す
。

　畳
を
た
た
み
と
表
記
し
て
い
る
の

は
、
敷
く
畳
の
イ
メ
ー
ジ
に
と
ら
わ
れ

な
い
新
し
い
商
品
を
創
る
と
い
う
想
い

か
ら
。「
畳
」っ
て
や
っ
ぱ
り
い
い
ね
、

と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
身
近
な
小

た
た
み
の
財
布

洋
風
化
し
た
住
宅
の
増
加
に
よ
り
和
室
が
減
少
し
て

い
る
現
代
。
畳
と
い
う
日
本
の
誇
る
べ
き
文
化
を
守

り
、
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
時
代
に
合
わ
せ
た

形
に
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
人
に
畳
の
良
さ
を
知
っ

て
も
ら
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

奈良産

かぎろひ（黒）

吉野桜（赤）

鶴（茶）

ふかずみ
深墨（黒）

ひなた
陽向（赤）

だいち
大地（茶）

しずく
雫（青）

ふかあい
深藍（紺）

鳳凰（黄）

天然イ草の３倍の強度があり撥水加工が施された
セキスイ樹脂製の表を使用。
汚れにくく耐久性も高いものになっています。

奈良県磯城郡田原本町幸町152-2
TEL0744-32-0644
FAX：0744-32-2480
MAIL：info@oda-tatami.jp
●URL　http://oda-tatami.shop-pro.jp

織田たたみ
織田たたみの畳表を使った財布は畳表部分を交換（表替）することが出来ま
す。年数がたって使用感が出てきた、別のタイプ・カラーに変更したい、と
いう方、中身は愛用していた時のまま、見た目は新品にすることが可能です。
※ラウンド財布のみで、１回のみ表替可能です。（天然本革も繊細な表皮
となる為、１回が限度）
革部分に亀裂などある場合は表替作業は出来ません。

参考URL　織田畳店　職人×情熱＋日本「織田たたみ®」ができるまで　https://oda-tatami.shop-pro.jp/?mode=f1（2019/9/13）

国産の天然“芯染”イ草を使用。
「イ草の芯」までしっかり丁寧に染め上げられた畳表です。
「大和のおとな可愛い」をテーマに誕生しました。

天然国産イ草を使用。
冬には温かみ、夏には清涼感を感じることが出来ます。
経年により色艶に変化が現れるのも特徴。
段 と々黄金色に光るのも天然イ草の魅力です。

小物入れ 携帯ケース ティッシュケース

ラウンド財布
雛シリーズ｜菖蒲（群青）

たたみの財布を長く使いたい方には

お
さ
む



さ
くっ

悠
久
の
歴
史
の
流
れ
、
古
の
都
は

今
も
、
そ
の
面
影
を
色
濃
く
残
す 

い
く
つ
も
の
ド
ラ
マ
が
あ
り

新
た
な
時
代
が
生
ま
れ
た 

そ
こ
か
ら
先
人
の
英
知
を
知
り

人
を
見
つ
め
直
す

そ
し
て
「
今
」
を
創
造
す

本誌は、「FSCⓇミックス認証紙」を
使用しています。
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つ
や
っ

ぷ
る
っ

奈良の端っこを見にいく「野迫川村」新連載

奈 良 モノ語 り「吉野本葛」
シリーズ

大和のおいしいお米
奈良の細道特　集

この食感が
たまらない

お
い
し
い
奈
良
発
見


